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 4月～ 9月：午前9時30分～午後7時

10月～ 3月：午前9時30分～午後6時30分

休館日：（毎週月曜・祝日は開館）：１１月２日・９日・１６日・３０日／１２月７日・１４日・２１日・２８日～３１日

イベントはホームページやX(旧:ツイッター)でもご案内しています。
不明な点がございましたら、お電話でお問合せ下さい。

HP：https://www.kmnlib.jp
X(旧:Twitter)：@Kaminokawalib

ホームページ→

企画１：「人生会議」「良薬も口に旨し」
企画２：「我が家の家計簿」「早起きは三文の得」
きせつ：クリスマス

本を借りるとポイントがもらえるよ！
たくさん集めて景品と交換しよう！
０と５のつく日は+５ポイントデー♪
期間：１１月８日（日）まで
対象：本・雑誌・紙芝居（CD、DVDは対象外）

読書通帳 ２０２６ 秋

講談社ブックキャラバン
「おはなし隊」がやってくる！
みんなで絵本やおはなしを楽しもう！

全国訪問 おはなし隊

無料

本とコーヒーと癒しと
ちょっとお菓子

無料

無料

無料

無料

申込要無料

申込要無料

１階おはなしのへやで絵本のよみきかせを行います
・午後２時３０分～　　　おはなしひろば
・午後３時～　　　　　　えいごのじかんですよ
※状況により中止になる場合があります
※１２月１２日（土）のおはなしひろばはお休みです

【開放日】 土・日・祝日
【利用時間】 午前１０時～午後６時
【受付案内時間】午前１０時～午後５時３０分
利用希望の方はカウンターにお声掛けください

えほんのよみきかせ 毎週土曜日 学習室のご利用について

本を５冊借りてクイズに挑戦！
正解するとくじ引きで景品がもらえるよ！
期間：１２月１日（火）～２５日（金）まで
対象：自分でクイズに挑戦できる子～中学生

貸出レシートに「あたり」が出た方に、
雑誌付録のカレンダーや手帳をプレゼントいたします！
期間：１２月１１日（金）～２５日（金）まで

クリスマスクイズラリー

年末ありがとうレシートくじ

「昔から語りつがれてきたお話」をきいてみませんか？
日時：１２月１２日（土） 午後２時～
出演：民話の会 「しらさぎ」 のみなさん
対象：どなたでもご覧いただけます

としょかん民話

年月が経過し、読まれなくなった図書館の本を町民の方に
無料で配布いたします
期間：３月３１日（水）まで　なくなり次第終了
★絵本・紙芝居は合わせて一人１日３点まで

ミニリサイクルコーナー

今月の展示

てづくりこうさくかい
「ぷっくり 赤はなのトナカイ」

日時：１２月１２日（土）午後２時～
 としょかん民話を聞いてから、工作会となります
場所：２階視聴覚室
協力：上三川高校社会福祉部
対象：小学生以下（小学校低学年以下は保護者同伴）
定員：１２名程度
申込：１１月１０日（火）から
カウンターまたは電話にて受付

日時：１１月２８日（土）

午後３時～３時３０分
キャラバンカー見学（南館前駐車場）

午後３時４０分～４時１０分
おはなし会（２階視聴覚室）

対象：どなたでもご覧いただけます
申込：不要
※おはなしひろばとえいごのじかんですよはお休みです

日時：１１月２３日（月・祝） 午後１時～４時
場所：２階視聴覚室
対象：１８歳以上の方
定員：８名
申込：カウンターまたはお電話にて受付中
※珈琲を飲みながらすきな本を語り、
　ハンドセラピーを受けていただきます
　当日、おすすめ本のご用意をお願いします
協力：お手当ナースYUU様
 Butch café様　
 MATESHIP COFFEE様

問い合わせ先
生涯学習課　生涯学習係東館南集会所東館南集会所 ☎

FAX

 ０２８５（５６）９１５９
０２８５（５６）６６９１

１１月の集会所開放事業「そば打ち教室」
「手打ちそば」を味わってみませんか。打ち方を覚えれば、年越しそばも自分で打てます。
毎年人気の教室です。初めての方もお気軽にご参加ください。

偏見や差別に苦しんでいるハンセン病に関わる人たちの声に耳を傾けて

▶期日＝１１月２９日（日） 午前１０時～正午　　▶場所＝東館南集会所

▶講師＝小野﨑 洋子さん　　▶材料費＝４００円

▶定員＝６人（応募者多数の場合抽選）　　▶持ち物＝エプロン、三角巾、タオル、飲み物

▶申込み期間＝１１月１６日（月）まで お電話でお申し込みください。

おのざき ようこ

令和８年度「上三川町人権カレッジ」開催中／どの回からも参加できます
第１回「現代社会と子どもの困り感～増加の一途が止まらない～」　１１/５（木）

　こども家庭庁こども審議会児童福祉分科会映像・メディア委員長　柳澤 邦夫 氏

第２回「子どもたちの創造力と人間性を育むプロジェクト生命が宿る芸術実践～」　１１/１０（火）

　陶芸家／文星芸術大学名誉教授／令和７年度栃木県文化功労賞受賞　林 香君 氏

第３回「マイノリティが歴史の舞台に～循環型人権保障システムの構築～」　１１/１８（水）

　ＮＰＯ法人人権センタ－とちぎ理事長／部落解放同盟栃木県連合会執行委員長　和田 献一 氏

第４回「なぜ人は難民になるのか～ロヒンギャの人々の歩みから考える」　１１/２１（土）　

　ＡＡＲＪａｐａｎ 難民を助ける会　海外事業チームプログラム・マネージャー　林 早苗 氏　

第５回「女性の生きにくさの正体は何か？～地方議員２４年の経験から見えたもの～」　１１/２７（金）

　公益財団市川房枝記念会　女性と政治センター常務理事　大河 巳渡子 氏

▶会場＝ＯＲＩＧＡＭＩプラザ内上三川日産ホール　　▶参加費＝無料

▶時間＝【第１回】午後６時～７時４０分

 【第３回】午後６時～７時３０分

 【第２・４・５回】＝午後２時～３時３０分

▶申込み方法＝電話、ＦＡＸ（参加希望の回、氏名、住所、連絡先を必ず明記）または、ＱＲから

今年は「らい予防法」が廃止されてから３０年を迎えます。

ハンセン病は感染症の一種で治癒する病気です。「らい菌」は感染力が弱く、うつりにくい病気にもかかわら

ず、かつては顔面や手足の一部の変形、感染への恐怖から忌避する傾向があり、次第に患者とその家族への

偏見や差別が助長されました。さらに国は法律をつくり、患者を強制的に収容する隔離政策を実行しました。

患者の隔離政策は、明治４０（１９０７）年に制定された「癩予防ニ関スル件」に始まり、その後「らい予防

法」が成立。ハンセン病患者の政策は進みました。患者を家族や故郷から引き離して全国各地の「療養所」に

「隔離」する政策が戦前から戦後にかけて続きました。

原因は、ハンセン病に対する偏見と差別にありました。また長期にわたる隔離政策によって、この問題に目

を向ける人が少なかったことも大きな要因です。

これまでの政策は誤ったものと国が認め、平成８(１９９６)年「らい予防法」がようやく廃止されました。しか

し、元患者たちが宿泊を拒否されるなど、ハンセン病への誤った見方や理解が今なお根強く残っています。

療養所の入所者の多くは高齢になり、病は治癒していますが、後遺症から重い身体障害があり、自活が困難

な人もいます。また社会復帰しても、世間の目を恐れて病気を隠して家族にも話していない人もいます。

疾患だけを理解するのではなく、ハンセン病に関わる人たちの置かれている状況も理解し、自分たちに何

ができるのかを考えていきましょう。
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